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１
９
８
３
年
、
中
曽
根
首
相
（
当

時
）
は
、
米
国
レ
ー
ガ
ン
大
統
領

（
当
時
）
と
の
会
談
で
、
「
日
米
両

国
は
太
平
洋
を
挟
む
運
命
共
同
体
」

と
の
認
識
を
示
し
、
日
本
列
島
を

（
米
国
の
）
「
不
沈
空
母
」
と
発
言

し
ま
し
た
。
当
時
は
国
会
で
大
論
戦

と
な
り
、
政
府
は
専
守
防
衛
に
徹

し
、
あ
く
ま
で
日
本
を
守
る
た
め
と

説
明
し
、
発
言
自
体
も
あ
い
ま
い
に

し
ま
し
た
。 

そ
れ
か
ら
40
年
を
経
た
今
日
、
米

国
の
目
論
見
の
通
り
、
沖
縄
を
は
じ

め
南
西
諸
島
の
み
な
ら
ず
、
日
本
列

島
が
不
沈
空
母
・
軍
事
要
塞
化
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
し
て
運
命
共

同
体
・
日
米
軍
事
一
体
化
が
ま
す
ま

す
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
か
つ
て
沖

縄
で
は
「
安
保
が
よ
く
見
え
る
」
と

表
現
さ
れ
ま
し
た
が
、
全
国
で
「
安

保
が
よ
く
見
え
る
」
よ
う
に
な
っ
た

と
感
じ
ま
す
。 

２
０
２
２
年
12
月
に
閣
議
決
定
し

た
安
保
３
文
書
は
、
そ
こ
か
ら
始
ま

り
で
は
な
く
、
軍
事
大
国
化
し
た
日

本
の
現
状
の
後
付
け
と
言
え
ま
す
。

こ
の
40
年
間
、
憲
法
が
ズ
タ
ズ
タ
に

さ
れ
、
戦
争
を
す
る
国
に
「
成
長
」

し
て
し
ま
っ
た
の
か
の
よ
う
で
す
。 

昨
今
、
「
台
湾
有
事
」
を
名
目
に

沖
縄
の
島
々
に
は
、
米
軍
の
盾
と
な

る
ミ
サ
イ
ル
が
配
備
・
増
強
さ
れ
、

合
同
演
習
の
激
化
、
住
民
に
は
根
拠

の
な
い
危
機
を
煽
り
、
避
難
訓
練
が

強
要
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
、
住

民
か
ら
は
率
直
に
「
島
を
守
る
た
め

に
ミ
サ
イ
ル
配
備
と
言
い
な
が
ら
、

な
ぜ
島
か
ら
逃
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な 

い
の
か
」
と
当
然
の
疑
問
が
出
さ
れ

て
い
ま
す
。 

日
音
協
は
沖
縄
の
問
題
を
全
国
の

問
題
と
し
て
と
ら
え
、
２
０
１
０
年

か
ら
日
音
協
沖
縄
行
動
を
継
続
し
て

き
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
第
47
回
５
・

15
平
和
行
進
を
は
じ
め
と
す
る
２
０

２
４
年
日
音
協
沖
縄
行
動
を
実
施
し

ま
す
の
で
、
各
支
部
・
個
人
会
員
・

音
楽
仲
間
の
参
加
を
ご
要
請
い
た
し

ま
す
。 

          

 

１ 

日 

程 

５
月

17

日
（
金
）

14

時

45

分

（
琉
球
新
報
ホ
ー
ル
）
か
ら
18
日

（
土
）
14
時
30
分
目
途
の
反
省
会

（
宜
野
湾
市
内
）
終
了
ま
で
を
基
本

と
し
ま
す
。
部
分
参
加
も
お
受
け
し

ま
す
。 

２ 

集
合
場
所 

５
月
17
日
（
金
）
14
時
45
分
の

集
合
場
所
は
、
琉
球
新
報
ホ
ー
ル

（
那
覇
市
泉
崎
１
丁
目
10
ー
３
：

５
・
15
沖
縄
平
和
行
進
全
国
結
団
式

の
会
場
）
と
し
、
詳
細
は
後
日
参
加

者
に
直
接
お
示
し
し
ま
す
。
中
途
か

ら
参
加
す
る
場
合
の
合
流
場
所
も
個

別
に
協
議
・
お
示
し
し
ま
す
。 

３ 

日
音
協
の
取
り
組
み 

日
音
協
は
、
出
発
式
や
県
民
大
会

で
の
演
奏
、
送
り
出
し
演
奏
な
ど
を

積
極
的
に
担
い
た
い
と
い
う
趣
旨
で

５
・
15
平
和
行
進
実
行
委
員
会
に
ご

要
請
し
て
い
ま
す
が
、
現
時
点
で
は

見
通
し
が
た
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の

こ
と
が
仮
に
実
現
で
き
な
い
場
合

も
、
日
音
協
は
歌
い
な
が
ら
行
進
す

る
こ
と
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
次
に

示
す
日
程
は
、
今
後
の
５
・
15
平
和

行
進
実
行
委
員
会
と
の
調
整
に
よ
り

変
更
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

【
５
月
17
日
（
金
）】 

14
時
45
分 

日
音
協
は
琉
球
新
報

ホ
ー
ル
集
合 

15
時 

全
国
結
団
式
（
琉
球
新
報
ホ

ー
ル
） 

16
時 

全
国
結
団
式
終
了
、
移
動 

16
時
30
分 

平
和
行
進
・
県
民
大

会
な
ど
で
の
歌
と
演
奏
の
練
習 

 
 

 

（
会
場
は
宮
城
ス
タ
ジ
オ
：
那
覇
市

鏡
原
町
33
ー
６
） 

18
時
30
分 

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
形

式
の
全
体
交
流
会
（
会
場
は
宮
城
ス

タ
ジ
オ
） 

【
５
月
18
日
（
土
）】 

８
時
30
分 

 
 

出
発
式
（
宜
野
湾
市
役
所
） 

９
時 

 

平
和
行
進
参
加 

 

12
時 

 

宜
野
湾
市
立
グ
ラ
ウ
ン
ド

到
着
、
県
民
大
会
参
加 

宜
野
湾
市
立
グ
ラ
ウ
ン
ド
到
着
、
県
民
大
会
参
加 

13
時 

県
民
大
会
閉
会
、
移
動 

県
民
大
会
閉
会
、
移
動 

13
時
30
分 

沖
音
協
・
日
音
協
合

同
反
省
会
（
宜
野
湾
市
内
） 

沖
音
協
・
日
音
協
合
同
反
省
会
（
宜
野
湾
市
内
） 

14
時
30
分 

反
省
会
終
了
、
解
散 

反
省
会
終
了
、
解
散 

４ 

宿 

泊 

５
月
17
日
の
宿
泊
は
那
覇
市
内
で

各
自
手
配
と
し
ま
す
。
な
お
、
事
務

局
の
宿
泊
は
次
の
ホ
テ
ル
と
し
ま

す
。 

■
ソ
ル
ヴ
ィ
ー
タ
ホ
テ
ル
那
覇 

沖
縄
県
那
覇
市
松
山
２-

17-

17 

（
０
９
８-

８
６
３-

１
２
３
４
） 

モ
ノ
レ
ー
ル
美
栄
橋
駅
か
ら
徒
歩
約

10
分
、
国
際
通
り
は
徒
歩
約
10
分 

５ 

費
用
負
担 

自
宅
か
ら
沖
縄
ま
で
の
移
動
費
用

と
宿
泊
費
の
ほ
か
に
、
沖
縄
行
動
共

通
経
費
と
し
て
、
お
ひ
と
り
２
０
０

０
円
の
負
担
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
日
音
協
は
、
県
内
移
動
の
た
め

の
レ
ン
タ
カ
ー
代
等
の
一
部
を
負
担

し
ま
す
。 

６ 

参
加
申
込 

４
月
13
日
（
土
）
ま
で
に
日
音
協

あ
て
フ
ァ
ッ
ク
ス
か
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
メ
ー
ル
で
、
別
紙
申
込
書
（
掲
載

省
略
）
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

2017平和行進（演奏しながら） 

2016県民大会で演奏 

kennminn 

http://nichionkyou.org/
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昨
年
に
引
き
続
き
、
「
Ｎ
Ｏ 

Ｎ
Ｕ
Ｋ
Ｅ
Ｓ 

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
ラ
イ
ブ
２
０
２
４
」

が
事
故
か
ら
１３
年
目
を
迎
え
た
３
月
１０
日

と
１１
日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
郡
山
市
で

開
催
さ
れ
た
。
日
音
協
中
央
の
坂
口
さ
ん
と

日
音
協
福
島
県
支
部
で
立
ち
上
げ
た
『
３
・

１１
原
発
事
故
は
終
わ
っ
て
な
い
ゾ 

ラ
イ
ブ

実
行
委
員
会
』
と
し
て
、
昨
年
暮
れ
か
ら
準

備
し
て
き
た
。 

 

10
日
は
郡
山
市
中
央
図
書
館
視
聴
覚
ホ

ー
ル
（
固
定
イ
ス
）
で
三
部
構
成
。
第
一
部

は
開
催
地
元
の
郡
山
で
活
躍
す
る
プ
ロ
・
ア

マ
に
よ
る
演
奏
。
第
二
部
は
原
発
事
故
避
難

を
経
て
各
地
で
事
故
の
悲
惨
さ
を
語
り
続
け

て
い
る
ト
ー
キ
ン
グ
ラ
イ
ブ
。
第
三
部
は
日

音
協
福
島
を
は
じ
め
と
す
る
三
団
体
の
演
奏

と
「
皆
で
歌
お
う
」
の
コ
ー
ナ
ー
。 

 

第
一
部
に
は
イ
ン
ザ
ウ
ィ
ン
ド
・
お
も
・ 

粋
成
浩
児
の
三
組
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。
郡
山

を
中
心
に
活
動
し
県
内
に
幅
広
い
多
く
の
フ

ァ
ン
が
い
る
。
こ
の
三
組
と
日
頃
よ
り
交
流

の
あ
る
高
山
さ
ん
の
依
頼
で
実
現
し
た
。
ラ

イ
ブ
前
に
は
粋
成
浩
児
さ
ん
が
出
演
す
る
Ｆ

Ｍ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
「
ｃ
ｏ
ｃ
ｏ
ラ
ジ
」
に

坂
口
さ
ん
が
ち
ゃ
っ
か
り
参
加
し
今
回
の
コ

ン
サ
ー
ト
宣
伝
も
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
夫
婦
デ
ュ
オ
の
イ
ン

ザ
ウ
ィ
ン
ド
。
体
調
が
ま
だ
す
ぐ
れ
な
い
と

は
思
え
な
い
陽
子
さ
ん
の
声
と
そ
れ
を
支
え

る
菊
池
さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
と
ギ
タ
ー
演

奏
。
日
音
協
福
島
も
歌
わ
せ
て
い
た
だ
い
た

「
ひ
ま
わ
り
」「
赤
と
ん
ぼ
」
な
ど
で
会
場
を

魅
了
。
二
組
目
は
福
島
県
内
で
は
コ
マ
ー
シ

ャ
ル
ソ
ン
グ
で
お
な
じ
み
の
「
お
も
」
さ
ん

登
場
。
心
に
沁
み
る
穏
や
か
で
ぬ
く
も
り
を

感
じ
さ
せ
る
声
で
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
歓

声
。 一

部
の
ラ
ス
ト
は
地
元
郡
山
で
フ
ォ
ー
ク

酒
場
を
開
き
な
が
ら
Ｆ
Ｍ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー 

 

放
送
に
も
出
演
し
て
い
る
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

粋
成
浩
児
さ
ん
。「
イ
マ
ジ
ン
」
や
「
つ
な
が

る
想
い
」「
ナ
ウ
・
ア
ン
ド
・
ゼ
ン
」
な
ど
迫

力
あ
る
歌
と
素
晴
ら
し
い
ピ
ア
ノ
演
奏
を
披

露
。
こ
の
三
組
の
演
奏
の
組
み
合
わ
せ
の
音

楽
に
は
心
か
ら
感
動
。「
決
し
て
他
の
都
市
に

も
負
け
て
は
い
な
い
」
地
元
郡
山
の
音
楽
家

た
ち
の
存
在
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

第
二
部
は
娘
さ
ん
と
一
緒
に
井
上
美
和
子

さ
ん
が
登
場
。 

震
災
と
原
発
事
故
で
南
相
馬
市
か
ら
避

難
、
現
在
は
京
都
在
住
で
文
筆
朗
読
家
。
全

国
各
地
か
ら
避
難
時
の
様
子
や
原
発
事
故
の 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
３
面
に
つ
づ
く
） 

 
 

日音協福島＋坂口さん 

夫婦デュオのインザウィンド 

２
月
25
日
、
豊
島
区
駒
込
地
域
文

化
創
造
館
に
お
い
て
、
東
京
都
支
部

総
会
を
開
催
し
た
。
参
加
者
は
１５
名
。

議
長
に
松
﨑
さ
ん
を
選
出
し
、
来
賓

と
し
て
松
本
会
長
を
迎
え
ご
挨
拶
を

い
た
だ
い
た
。 

１
月
、「
全
逓
詩
人
の
会
」
会
員
で

あ
り
、
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
歌
い
手
で
あ

る
寺
島
博
之
さ
ん
が
亡
く
な
ら
れ

た
。
ほ
ん
の
ひ
と
月
前
の
都
支
部
コ

ン
サ
ー
ト
に
も
出
演
さ
れ
て
い
た
の

で
訃
報
は
俄
か
に
は
信
じ
ら
れ
な
か

っ
た
。
ご
自
身
で
歌
う
場
を
開
拓
さ

れ
て
い
た
寺
島
さ
ん
に
、
全
員
で
心

か
ら
の
敬
意
と
哀
悼
の
意
を
表
し

た
。 今

年
度
、
転
入
・
新
入
会
員
３
名

を
迎
え
、
34
名
に
な
っ
た
東
京
都
支

部
で
あ
る
。
体
力
や
経
済
的
な
不
安

を
抱
え
つ
つ
も
、
地
道
に
活
動
を
続

け
る
サ
ー
ク
ル
や
個
人
か
ら
の
報
告

な
ど
を
、
全
員
が
発
言
し
た
。 

 

沖
縄
祭
典
の
参
加
に
つ
い
て
は
、

金
銭
的
負
担
を
減
ら
す
た
め
の
情
報

を
共
有
し
な
が
ら
、
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
し
、
新
年
度
の

活
動
方
針
を
確
認
し
た
。 

 
 
 

（
森
） 

 ■
事
務
局
体
制
は
左
記
の
通
り 

【
支
部
長
】
狭
石
啓
子 

 
 

【
副
支
部
長
】
白
石
信
吾 

 
 

【
事
務
局
長
】
森
理
子 

【
事
務
局
】
岩
藤
範
雄 

広
瀬
芳
弘 

 

長
島
千
代
美 

小
林
満 

      

参加者全員が発言し、今年度の活動を誓った 
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川口真由美さん 

 
 

 
 

 
 

 

（
２
面
よ
り
つ
づ
く
） 

          

恐
ろ
し
さ
を
語
り
続
け
て
い
る
。
私
に
は
な

じ
み
深
い
福
島
浜
通
り
の
ち
ょ
っ
と
ク
セ
強

め
の
田
舎
弁
で
避
難
時
の
苦
労
や
放
射
能
へ

の
恐
怖
を
語
っ
て
く
れ
た
。
事
故
直
後
の
避

難
、
愛
犬
ペ
ペ
を
置
き
去
り
に
し
た
ま
ま
家

族
で
西
へ
西
へ
と
避
難
。
そ
の
時
の
後
悔
と

懺
悔
を
抱
え
た
ま
ま
一
時
帰
宅
の
時
「
も
う

ダ
メ
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
た
ペ
ペ
が
家
に

着
い
た
途
端
駆
け
寄
っ
て
き
た
場
面
で
は
会

場
全
体
が
静
ま
り
返
る
。
そ
の
後
、
避
難
先

へ
戻
る
と
き
に
は
放
射
能
汚
染
の
中
で
生
き

延
び
た
ぺ
ぺ
を
一
緒
に
連
れ
て
は
帰
れ
な

い
、
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
が
大
事
と
、
再
度

置
き
去
り
に
す
る
こ
と
を
決
断
。
車
の
後
方

か
ら
追
い
続
け
て
く
る
ぺ
ぺ
を
見
な
が
ら
ア

ク
セ
ル
を
ふ
か
し
続
け
た
と
こ
ろ
で
は
涙
ぐ

む
人
の
姿
も
見
え
た
（
次
に
県
支
部
の
演
奏

で
歌
う
高
山
さ
ん
も
こ
の
時
は
ジ
ー
ン
と
き

す
ぎ
て
も
う
駄
目
だ
と
云
っ
て
い
た
）
。 

第
三
部
は
日
音
協
福
島
と
「
関
ジ
ョ
ニ
ー

と
愉
快
な
仲
間
た
ち
」
、
み
ん
な
で
歌
お
う
コ

ー
ナ
ー
担
当
の
二
階
堂
会
長
の
「
ふ
れ
ん
ず
」

（
日
音
協
福
島
は
「
よ
み
が
え
れ
ふ
る
さ

と
」
、「
ト
リ
チ
ウ
ム
」
、
最
後
に
「
こ
れ
以
上

海
を
」
坂
口
さ
ん
と
地
元
音
楽
仲
間
の
み
や

ち
ゃ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏
で
演
奏
）
。
３
月
10

日
の
参
加
者
５５
名
、
時
間
は
Ｐ
Ｍ
２
時
か
ら 

       

初
め
て
取
り
組
ん
だ
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
は
ハ
ラ
ハ
ラ
ド
キ
ド
キ
。
締
め
切
り

１
週
間
前
に
無
事
目
標
額
を
達
成
し
て
、
と

り
あ
え
ず
ひ
と
安
心
。
２
日
間
の
取
り
組
み

で
欲
張
っ
た
感
は
あ
る
が
残
っ
た
も
の
は
大

き
い
。
地
元
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
方
々
が
趣
旨

に
賛
同
し
て
快
く
参
加
。
初
日
の
Ｐ
Ａ
を
担

当
し
、
最
後
ま
で
会
場
の
お
手
伝
い
も
し
て

い
た
だ
い
た
郡
山
の
仲
間
や
「
ふ
れ
ん
ず
」

の
皆
さ
ん
。
何
よ
り
別
会
場
の
集
会
か
ら
多

数
か
け
つ
け
て
く
れ
た
「
原
発
い
ら
な
い
福

島
実
行
委
員
会
」
の
方
々
の
協
力
な
し
に
は

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
成
功
は
あ
り
得
な
か
っ

た
。
本
当
に
感
謝
で
す
。
全
国
の
日
音
協
の

皆
様
に
も
多
く
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
（
南
條
善
徳
） 

  

５
時
半
で
し
た
。 

 

３
月
11
日
は
昨
年
同
様
郡
山
市
内
の
ラ

イ
プ
ハ
ウ
ス
＃
９
で
開
催
。
開
演
前
に
は
坂

口
さ
ん
家
族
が
作
成
し
た
「
こ
れ
以
上
海
を
」

の
映
像
が
流
れ
て
い
た
。 

 

Ｖ
Ｊ
ｋ
ｉ
ｎ
こ
と
菅
井
君
の
開
演
挨
拶
と

「
セ
シ
ウ
ム
の
風
に
吹
か
れ
て
」
の
歌
で
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
始
。
一
組
目
は
日
音
協
で
お

な
じ
み
の
川
口
真
由
美
さ
ん
が
登
場
し
た
。

ギ
タ
ー
一
本
で
全
国
ラ
イ
ブ
を
行
っ
て
い
る

そ
の
力
強
さ
で
戦
争
真
っ
只
中
の
ガ
ザ
地
区

や
沖
縄
を
取
り
上
げ
た
歌
を
き
か
せ
て
く
れ

た
。
第
二
部
に
登
場
す
る
サ
ッ
ク
ス
奏
者
の

Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
さ
ん
と
ジ
ョ
イ
ン
ト
演
奏
「
ケ
セ

ラ
」
で
は
３
・
11
キ
ャ
ン
ド
ル
ナ
イ
ト
の
取

り
組
み
に
呼
応
し
て
会
場
に
配
っ
た
ペ
ン
ラ

イ
ト
を
全
員
が
掲
げ
、
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス
内
は

歌
と
光
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。 

           

最
後
は
メ
イ
ン
の
「
新
月
灯
花
」
が
エ
レ

キ
で
爆
音
全
開
。
観
客
は
年
配
層
が
多
か
っ

た
が
客
席
を
巻
き
込
ん
で
の
大
迫
力
演
奏
。

エ
レ
キ
２
本
と
ベ
ー
ス
・
ド
ラ
ム
の
４
人
の

若
い
女
性
グ
ル
ー
プ
は
、
東
日
本
大
震
災
以

降
翌
月
か
ら
月
一
回
い
わ
き
駅
前
で
ス
ト
リ

ー
ト
ラ
イ
ブ
を
今
も
続
け
て
い
る
。
３
月
11

日
の
参
加
者
は
４３
名
、
時
間
は
Ｐ
Ｍ
５
時
～

７
時
２０
分
。 

 

          

井上美和子さん 

原発事故から 13年 福島を忘れない！ 

「さようなら原発 3・9富山集会」に参加して 
去る３月９日（土）14時からボルファートとやま２階において、「さよう

なら原発 3・9富山県集会」が、富山県平和運動センターなどで構成された

実行委員会主催で開催されました。  

日音協富山県支部として、集会前に「原発 NO！」（原子力発電 NO！の替

え歌）、「あたりまえの地球」「草たちよ（反原発バージョン）」「フクシマを

くり返すな」「私たちは許さない（反原発バージョン）」を歌いました。 

2024 年 1 月 1 日に発生した M7.6 の能登半島大地震は能登半島全域、

富山県、新潟県等広範囲に甚大な被害をもたらしました。 

震源地は珠洲原発計画のかつての予定地。地元のみなさんの反対闘争で

2003年に撤回されましたが、志賀原発は差止め訴訟で闘争中です。北陸電

力は「原子力の安全確保に問題はない」と開き直っています。 

今まで以上に危機感を持ち、思いをひとつにする参加者の前で一緒に演奏

し、歌えるなかまのいる事が心強く嬉しいです。   （富山・加藤葉子） 

 

会場の仲間といっしょに歌いました 

大迫力演奏の「新月灯花」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

2024 年 4 月 1 日              音 楽 運 動              第 663 号（4） 

「南風(ふぇーぬかじ)」⑤（番号修正） 

復帰後のいろいろな県民運動 
沖縄県支部長 平良 昌史 

沖縄戦後27年間の米軍政による基地

被害と人権侵害が島ぐるみ闘争となり、

平和憲法の下に戻ろうと復帰闘争とな

った。これ以上の米軍支配を無理と判断

した米国は、日米安保条約で米軍基地は

そのまま、沖縄に配備されていた核は撤

去するものの、「重大な緊急事態の際に

は、米国は再び沖縄に核兵器を持ち込

む」という「核密約」を日本政府は結び、

1972 年 5 月 15 日に沖縄は、本土に

復帰し沖縄県となった。沖縄が日本に復

帰した日に、那覇市民会館では政府主催

の復帰記念式典が行われ、隣接する与儀

公園では、基地付き返還に抗議する集会

が開かれ、デモ行進が行われた。復帰後

も、復帰の内実を問う 5・15 平和行進

が行われている。 

復帰後も変わらぬ基地被害や新基地

建設に対し、「地位協定の見直しと基地

の整理縮小を問う県民投票」「新基地建

設の是非を問う県民投票」なども行いま

した。それ以外にも復帰に伴う政府の規

制に対して、様々な県民運動が起こりま

した。 

沖縄で「そば」といえば、ソウルフー

ドの「沖縄そば」です。蕎麦粉を使って

いないので、「そば」の呼び名が公正取

引委員会から禁止されましたが、昔から

愛された呼称を存続させる運動が「沖縄

そば」の呼称認定を受けました。 

「慰霊の日」も休日廃止問題が起こっ

たが、県民運動の結果、地方自治法が改

定され、公休日として存続されました。

「沖縄戦の住民の集団自決に旧日本軍

が関与した」という記述を修正する動き

に対し、『「集団自決強制」削除の教科

書検定を巡る県民大会』が開催され、少

女暴行糾弾県民総決起以上の11万6千

人が結集した。那覇市では、島言葉（し

まくとぅば）で挨拶が出来るよう「ハイ

サイ、ハイタイ運動」を行っているし、

那覇市から始まった「かりゆしウェア」

は運動の結果、クールビズとして定着し

ている。県民の団結が伝統文化を守ると

ともに、新しいものを作る力となる。 

 
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
沖音協・平良昌史 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3 月は、年度末で仕事も忙しく、また、那覇市職労でも会計年度

任用職員の雇用止め問題が起こり、その対応に追われる中、沖音協

としての活動も多く、超忙しい 3 月でした。 

３月９日には、沖音協主催で、『フクシマと絆を結ぶ第１２回脱

原発・平和ライブ』をフォークバー「アフター５」で行いました。

このイベントは脱原発･平和･仲間との絆をテーマに毎年行ってい

ます。演奏はユーチューブにアップしています。出演された皆様、

協力した皆様、どうもありがとうございました。 

16 日は、連合那覇南部地協の『春闘団結集会』でのアトラクシ

ョンへの出演。18 日には、那覇市職労退職激励会での余興を担い

ました。22 日には私の思い入れも深い『第 8 回那覇市職員文化芸

能音楽祭』に出演しました。この音楽祭の第１回は、私が事務局を

担い、２０１１年東日本大震災の年に、那覇市職員厚生会の文化事

業として音楽祭をすることを提起し予算を確保。沖音協の仲間やバ

ンド演奏をしている職員とで実行委員会を立ち上げ、予想を上回る

１７団体が参加し、東北支援で福島のお米や東北のお酒、お菓子な

ども販売しました。若手に継続しながら今年４年ぶりの開催、8 団

体が参加しました。継続は力なり。9 月の沖縄音楽祭に向けて本格

的に動きます。 

 

 

 

 

 

 

 
「腐った集団にまかせられない！私も言わせて！！」の副題の付

いた青空集会、ＪＲ丸亀駅前広場に立憲民主党香川３区総支部の呼

びかけで約 50 名の支援者が集まりました。日音協香川県支部にも

「うたごえ」要請があり、前日に笠木さんの「私たちは許さない」

と「政治を変えるぞ」、磯野さんの「トリプルエース」の３曲を選

び、曲に装飾を加える三好のエレキギター、テンポを作る細川のギ

ター、ボーカルを井下、細川で集会に臨みました。開会前に降って

いた雨も上がり少し晴れ間が見える中、12 時 30 分の開会直後と

ほぼ中間の 14 時 10 分の２回、発表することが出来ました。閉会

前に予定していた３回目は雨のため中止。歌詞の一部を現状に合わ 

             せたこともあり、どの歌も好評でし 

             たが、特に「政治を変えるぞ」はテ 

             ーマにぴったりで、且つノリもよく 

             手拍子をいただきました。後で歌詞 

             カードを配ったら良かった、と少し 

             後悔しました。 

               事前練習は、フェイスブックで楽 

譜＋コードとメロディのみの音源 

を配布し、前日に一時間あまり練習 

を行いました。初めての曲が２曲あ 

ったので、ちょっぴり音を外すこと 

もありましたが、落ち着いて演奏で 

              きたのは練習のおかげです。 

（香川・細川） 

 

 

連合那覇南部地協『春闘団結集会』     第 12回脱原発・平和ライブ 

残念！歌詞カード配ればヨカッタ！！ 辺野古『海の音楽祭』 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年 4 月 1 日              音 楽 運 動              第 663 号（5） 

３
月
16
日
、
千
葉
県
支
部
は
総
会
を
開
催

し
、
冒
頭
に
松
本
政
夫
支
部
長
か
ら
「
４
年

ぶ
り
の
総
会
を
や
っ
と
開
催
で
き
た
が
こ
の

間
、
活
動
で
き
ず
に
運
動
が
す
す
ん
で
お
ら

ず
、
こ
れ
か
ら
新
し
い
仲
間
や
歌
を
つ
く
っ

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
私
は
地
域
で

の
活
動
も
継
続
し
て
い
る
し
、
み
な
さ
ん
と

日
音
協
の
活
動
を
す
す
め
て
い
き
た
い
」
と

し
、
来
賓
の
松
本
敏
之
会
長
か
ら
は
「
県
支

部
で
集
ま
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感

謝
申
し
上
げ
る
。
４
年
前
の
「
は
た
ら
く
も

の
の
音
楽
祭
」
の
千
葉
開
催
は
中
止
と
な
っ

た
が
、
ま
た
千
葉
で
も
と
思
っ
て
い
る
。
県

支
部
の
活
性
化
と
中
央
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
音
楽

運
動
を
広
げ
て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

議
事
で
は
、
千
葉
県
支
部
の
独
自
活
動
で

も
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
音
楽
広
場
」
の
再
開
に

つ
い
て
意
見
が
あ
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
通
じ

て
仲
間
に
呼
び
か
け
る
こ
と
を
目
的
に
具
体

的
な
内
容
を
今
後
、
詰
め
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
ま
で
つ
な
が
り
の
あ

る
外
部
団
体
が
主
催
す
る
取
り
組
み
に
は
み

ん
な
で
話
し
合
い
、
日
程
を
調
整
し
て
参
加

し
て
い
く
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。 

そ
の
後
に
会
計
予
算
と
役
員
体
制
（
支
部

長
：
松
本
政
夫
、
副
支
部
長
：
瓦
井
孔
二
、

事
務
局
長
：
根
本
賢
治
、
会
計
：
鈴
木
清
美
）

を
確
認
し
終
了
し
ま
し
た
。 

（
根
本
賢
治
） 

 

 

＜第 55 回はたらくものの音楽祭・オプション＞ 
主催 日音協幹事有志＆沖縄県支部有志 

【沖縄南部の戦跡見学ツアー】 
  

９月 21 日〜22 日の音楽祭の後、沖縄県支部のメンバーに平和

ガイドをお願いして、日本唯一の地上戦の場となった沖縄南部戦跡

をめぐるツアーを行います。 

■宿泊コース 定員 20 人（最小催行８人） 

・費用 １万円（レンタカー代、１泊２食宿代、懇親会代、ガイド

謝礼、運転手謝礼） 

・宿泊 『コテージ 民宿 海ぬ風』 

沖縄県島尻郡八重瀬町新城１０１９ 

https://uminukaji.yu-nagi.com/ 

・行程 ９月 22 日 16 時 『なはーと』発 

レンタカーに乗り合わせて宿に向かいます。 

※音楽祭終了後、ひめゆり平和祈念資料館や沖縄県平和祈念

資料館を見学される方は、17 時ごろに宿から迎えに行く

ことも可能です。 

９月 23 日 ９時宿出発 沖縄南部の戦跡見学ツアー 

（12 時昼食）16 時那覇空港着 

■日帰りコース【９月 23 日】 定員１４人（最小催行７人）  

・費用 ３千円（レンタカー代、ガイド謝礼、運転手謝礼） 

・集合場所 那覇市内 

・集合時間 8 時半〜9 時 

・行程 那覇出発後、沖縄南部の戦跡見学ツアー 

（12 時昼食）16 時那覇空港着 

※昼食会場は予約しますが、各自支払いなります。昼食会場にて、

二つのコースは合流予定です。 

■申し込みは、以下のメールアドレスに、または QR コードより

お申し込みください。（yasuwa1182@gmail.com） 

■申し込み内容 

※お名前           

※希望コース ①宿泊コース 

②日帰りコース 

※運転免許証 有り 無し  

（レンタカー５人乗り、又は８人乗りワンボックスの

運転をお願いする場合があります。） 

■申込み締め切り日：４月 30 日(火) 締め切り前に定員に達した

場合は、その時点で受付終了とします。 

■参加申し込みをいただいた後、詳細な案内をお送りいたします。 

※このツアーは、日音協有志によって主催します。申し込みが最小

催行に満たない場合は不催行となることもあることをご了承く

ださい。催行の決定については、個別に連絡いたします。 

※ツアー受付担当は、佐藤康弘（090-9037-5195）です。 

 

 

 

 

 
 

 

 

昨年から日頃の練習成果を聴いてもらう

場として開催している春のコンサートを、

今年も３月 17 日（日）磯野宅で家族や友

人、ご近所の方たちに呼び掛け、総勢 15

人で気楽な演奏会として開催しました。 

 会員の一人がインフルエンザにかかり急

遽参加できなくなり、アコ合奏を４パート

から３パートに変更するなどのアクシデン

トがありましたが、和やかな雰囲気の中終

了することができました。 

 プログラムは、オープニング曲「雪の降

る街を」「アリア」の全体合奏で始まり、会

員（メンバー）の独奏、デュエット、「春を

歌いましょう」では会員の伴奏で会場の皆

さんと歌いました。また、会員のチェロ独

奏もあり、エンディング曲は「こきりこの

唄」の全体合奏。 

 アンコールもあり、皆さんに喜んでいた

だき、やりがいを感じました。 

終了後は、いつものとおり茶話会で感想

を話し合いました。気楽にとはいうものの

多少の緊張感の中での演奏を経験しまし

た。今後もレパートリーを増やして続けて

いきたいと思っています。 

（富山アコ研・磯野友一） 
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▼
フ
ラ
ン
ス
で
３
月
４
日
、
女
性
が
人

工
妊
娠
中
絶
を
選
択
す
る
自
由
を
明
記

し
た
憲
法
改
正
案
が
可
決
さ
れ
た
。
一

方
、
ア
メ
リ
カ
で
は
２
０
２
２
年
に
連

邦
最
高
裁
が
中
絶
を
憲
法
上
の
権
利
と

し
て
認
め
て
き
た
判
例
を
半
世
紀
ぶ
り

に
覆
し
、
多
く
の
州
が
中
絶
を
禁
止･

制
限
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
テ
キ
サ
ス

州
に
至
っ
て
は
レ
イ
プ
や
近
親
間
に
よ

る
妊
娠
も
例
外
と
せ
ず
中
絶
を
禁
止
し

て
い
る
▼
日
本
で
の
中
絶
や
避
妊
は
諸

外
国
に
大
き
く
後
れ
を
取
っ
て
お
り
、

低
用
量
経
口
避
妊
薬
は
申
請
か
ら
９
年

か
け
よ
う
や
く
１
９
９
９
年
に
承
認
さ

れ
た
。
だ
が
、
死
亡
例
も
報
告
さ
れ
て

い
た
性
機
能
改
善
薬
の
バ
イ
ア
グ
ラ
は

同
年
、
半
年
で
承
認
。
バ
イ
ア
グ
ラ
は

Ｄ
Ｖ
加
害
者
の
夫
で
も
妻
の
同
意
な
く

購
入
し
て
服
用
で
き
る
。
対
し
て
、
昨

春
に
承
認
さ
れ
た
経
口
中
絶
薬
は
配
偶

者
ら
の
同
意
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

女
性
の
自
己
決
定
を
尊
重
す
る
考
え
に

立
つ
と
、
相
手
男
性
や
親
の
同
意
は
本

当
に
必
要
な
の
か
疑
問
が
生
ず
る
。
ま

た
、
母
体
保
護
法
は
中
絶
時
に
配
偶
者

の
同
意
を
求
め
て
い
る
。
同
意
が
得
ら

れ
ず
自
ら
命
を
絶
っ
た
り
生
後
０
日
児

遺
棄
で
有
罪
と
な
る
事
件
も
後
を
絶
た

な
い
▼
日
本
で
は
、
子
ど
も
の
で
き
な

い
女
性
は
石
女 

(

う
ま
ず
め)

と
非
難

さ
れ
、
結
婚
後
３
年
た
っ
て
も
子
の
な 

い
女
性
は
離
縁
さ
れ 

る
と
い
う
土
地
は
今 

で
も
多
い
と
い
う
。 

家
父
長
制
の
優
先
す 

る
日
本
社
会
は
い
つ 

ま
で
続
く
の
か
。 
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飯島貞親 

▼２月２３日（金）の茱萸坂はお休

み。だけど、新聞記事が出て初めて

の金曜日。誰か訪ねてはこないだろ

うか…と、達哉と出かけた。▼『ふ

るさと沖縄』を歌い終わるころ、ひ

とりの女性が近づいてきた。「東京新

聞見て来たんです」と。なんと嬉し

いこと！しかしお渡しできる歌詞カ

ードも何も無い。お詫びすると「大

丈夫です。気持ちは一緒に歌いま

す。」と頼もしい言葉。なんとその方

は沖縄出身だそうだ。お名前を尋ね

ると「森根」さん。「私は森です」「私

は望月です」と自己紹介し、奇しく

も『も』つながり。「今日は『も』の

会でしたね」と笑いあった。 （森） 

▼新しい出会いの日でしたネ（佐藤） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茱
萸
坂
う
た
行
動 

３
／
22
（
５
０
５
回
）
報
告  

長
島
さ
ん 

  

【
参
加
者
】
上
野
さ
ん
、
周
平
さ
ん 

イ
サ
さ
ん
、
か
お
る
さ
ん
、
守
屋
さ

ん
、
ス
ー
さ
ん
、
達
哉
さ
ん
、
森
さ

ん
、
鈴
木
さ
ん
、
長
島 

計
10
名 

 

３
・
20
さ
よ
う
な
ら
原
発
全
国

集
会
が
代
々
木
公
園
で
開
催
さ
れ

た
。
テ
ン
ト
前
コ
ン
サ
ー
ト
で

R
IC

O

＆T
A

T
S

U

の
歌
う
『
埋
め

ら
れ
た
も
の
』
懐
か
し
い
。
２
０
１

２
年
12
月
の
歌
集
が
さ
よ
う
な
ら

原
発
歌
集
の
最
初
の
歌
集
だ
。
『
あ

た
り
ま
え
の
地
球
』
『
風
車
の
唄
』

『
原
子
力
発
電
Ｎ
Ｏ
！
』
『
望
郷
』

『
よ
み
が
え
れ
ふ
る
さ
と
』
『
埋
め

ら
れ
た
も
の
』…

。
汚
染
土
だ
け
で

な
く
最
近
は
汚
染
水
も
大
問
題
だ
。

あ
の
当
時
か
ら
何
ひ
と
つ
変
わ
ら

な
い
こ
と
に
怒
り
が
わ
い
て
く
る
。 

ス
ー
さ
ん
の
『
怒
り
の
こ
ぶ
し
』 

ザ・ブートンズ（座布団）から『THE 

STAND-UP』となって 15 年。記念コ

ンサートのチラシを掲載します。お問い

合わせは日音協へ。（取り次ぎします） 

 

に
続
く
詞
に
瓦
井
さ
ん
が
詞
を
追

加
し
て
曲
を
つ
け
て
く
れ
た
。
ス
ー

さ
ん
に
是
非
歌
っ
て
も
ら
い
た
い

と
練
習
し
た
。
そ
の
曲
は
『
な
ん
て

こ
っ
た
』
♬
原
発
推
進
Ｇ
エ
ッ
ク
ス

法
、
い
い
加
減
に
目
を
覚
ま
せ
！
♬

な
ん
て
こ
っ
た
な
ん
て
こ
っ
た
♬

ス
ー
さ
ん
と
瓦
井
さ
ん
が
高
ら
か

と
歌
い
上
げ
る
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
。

最
近
風
が
強
い
日
が
続
く
。
『
風
車

の
唄
』
を
リ
ク
エ
ス
ト
。
続
け
て
『
あ

た
り
ま
え
の
地
球
』
を
歌
う
。 

達
哉
さ
ん
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
『
ひ

な
ま
つ
り
』
（
達
哉
く
ん
で
は
な
く

達
哉
さ
ん
と
し
た
の
は
学
校
で
男

子
も
「
さ
ん
」
で
呼
ぶ
と
い
う
新
聞

記
事
を
目
に
し
た
の
で
。
そ
れ
に
、

達
哉
さ
ん
は
大
人
だ
）
。 

『
水
に
流
す
な
』『
現
代
念
仏
踊 

り
「
フ
ク
シ
マ
」』『
あ
な
た
に
届
け

と
』
と
、
歌
い
続
け
る
。
伴
奏
に
森

さ
ん
の
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
の
他
、
周

平
さ
ん
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
三
線
、

上
野
さ
ん
の
ウ
ク
レ
レ
、
守
谷
さ
ん

の
ギ
タ
ー
が
鳴
り
響
く
。
イ
サ
さ
ん

の
タ
ン
バ
リ
ン
と
か
お
る
さ
ん
の

手
話
ダ
ン
ス
も
音
楽
に
あ
わ
せ
て

舞
う
。 

鈴
木
さ
ん
が
、
今
日
は
『
か
あ
さ

ん
の
う
た
』
を
歌
い
た
い
と
、
高
ら

か
に
歌
っ
て
い
る
時
に
若
い
男
性

と
女
性
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
お
巡
り

さ
ん
が
何
時
ま
で
や
る
の
か
と
声

を
か
け
て
来
た
。
７
時
30
分
ま
で

で
す
と
森
さ
ん
が
対
応
し
た
。 

上
野
さ
ん
が
『
茱
萸
坂
の
う
た
ご

え 

反
原
発
・
首
相
官
邸
前
金
曜
行

動
の
う
た
・
花
は
咲
け
ど
も
』
を
冊

子
に
し
て
配
っ
て
く
れ
た
。
『
茱
萸

坂
賛
歌
』
を
歌
う
。
か
お
る
さ
ん
が

「
す
ご
く
い
い
ね
！
こ
の
歌
！
」
最

後
の
歌
は
『
原
子
力
発
電
Ｎ
Ｏ
！
』 

Ｓ
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
文
京
区

の
署
名
の
お
願
い
に
立
ち
寄
る
。 

「
文
京
区
議
会
と
し
て
ガ
ザ
地

区
の
即
時
停
戦
を
求
め
る
決
議
を

求
め
る
署
名
」
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
、
と
の
こ
と
。
３
・
20
の
集
会

で
も
「
原
発
回
帰
を
許
さ
ず
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
促
進
を
求
め

る
全
国
署
名
」
を
取
り
組
ん
で
い

る
。
一
人
一
人
に
で
き
る
こ
と
は
取

り
組
も
う
。
13
年
前
の
署
名
の
時

の
よ
う
に
、
初
心
に
戻
り
声
を
か
け

て
い
こ
う
と
思
っ
た
。
ヨ
ッ
シ
ー
が

こ
こ
は
夜
の
学
校
と
よ
く
言
っ
て

い
た
な
ぁ
。
知
ら
な
い
こ
と
は
恥
。 

最
後
に
麹
町
署
の
お
巡
り
さ
ん

が
先
の
若
い
お
巡
り
さ
ん
と
い
っ

し
ょ
に
や
っ
て
来
た
。
上
野
さ
ん
が

13
年
前
か
ら
ず
っ
と
歌
っ
て
い
る

か
ら
や
め
ら
れ
な
い
ん
で
す
よ
と

穏
や
か
に
話
し
て
い
た
。
対
話
で
解

決
す
る
こ
と
は
で
き
る
の
だ
。
戦
争

は
今
す
ぐ
や
め
て
。
や
っ
ぱ
り
原
子

力
発
電
も
や
め
よ
う
よ
！ 

「
花
は
咲
け
ど
も 

こ
こ
ろ
は
寒

し 

コ
キ
ョ
ウ 

コ
キ
ョ
ウ
と 

う
ぐ

い
す
の 

こ
ゑ
」（
上
野
作
） 

  


